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標準化・ルール化の重要性

  どの企業でも、誰もが適切な仕事ができる

ようにするために、標準化やルール化が推進

される。製造の現場であれば、良い品質のも

のを標準時間で作るために標準作業が決めら

れ、それができるようにトレーニングもする。

個人個人が自分の好きなように仕事をしてい

たのでは、誰もが効率の良い仕事をすること

はできないし失敗の原因にもなるので、標準

化やルール化することは意味がある。標準化

やルール化にあたっては、今まで積み上げて

きた仕事のノウハウを集約するので、標準化

の進んでいる企業ほど効率もよく失敗するこ

とも少ないはずだ。

標準化が進化を止める

　ところで、上記のように標準化することは

重要と考える人は多いが、標準化することに

はいくつかの問題点がある。

　その一つは、標準化により進化が止まると

いうことだ。すなわち、標準化することでや

り方は固定化される。やり方が固定化される

ということは、標準化した途端にやり方の進

化が止まることになる。

　競争環境は厳しいだけに、常に仕事のやり

方は改善されていくことが必要。標準化や

ルール化はその時の最良の方法を結集して作

られるので標準化された時は最高の方法と言

える。しかし、環境が変化する中で、そのや

り方が進化しないと時間の経過とともに競争

に負ける可能性は高くなる。すなわち、どう

進化させるかを忘れて、単なる標準化の推進

だけでは競争力を高めることにはつながらな

い可能性があるということだ。徹底して何で

も標準化を図っていると自慢される企業もあ

るが、それは裏を返すと進化を止めた企業と

いうことにもなりかねないということ。大切

なことは、標準化の推進と共に、標準化した

やり方をどう進化させるか、標準をどのよう

にして見直ししていくかができていないとい

けないということなのだ。

標準化された仕事は楽しいか

　もう一つの問題は、徹底して標準化され、

あらゆることがルール化された中で、それを

やる立場で考えてみると、その仕事や作業は

楽しいと言えるだろうかということだ。言い

換えれば、「君は決められたルール通りの仕

事をすればよい」と言われて、ルール通りに

仕事をすることは楽しいかということだ。製

造の現場で言えば、決められた通りに手を動

かし、決められた時間で作業をし続けるとい

う話しになるのだが、毎日、毎日、決められ

た通りの作業を繰り返すことに楽しさを感じ

ることができるだろうか。

　どのようにして標準化するかを考えるとい

う仕事と、言われた通りにやるだけという仕

事に区分されたらどうだろうか。考えるのは

面倒なので、私は言われた通りやる方がよい

という人もいれば、言われたことだけやるな

らロボットでもできることで、人としての価

値がないと思う人もいるだろう。生活してい

くためにはやむを得ないと考えるか、やりが

いある仕事で自己実現の場なのかでは大きな
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違いがある。それは、楽しい仕事かどうかと

共に、貴重な経営資源である人の能力を最大

限引き出せているかということにつながる。

すなわち、標準化やルール化する際は、その

通りやることになる人にどれだけ配慮されて

いるかも重要ということだ。

「標準通りやらされる」から「より良い方法を

考える」へ

　今回のコラムで述べたかったことは、標準

化は重要だが、一度ルールを決めたらそれで

よいということではなく、常に進化させるこ

とが大切であり、進化させる鍵はそれを実行

する人にあるということだ。その仕事につい

て一番理解しているのは標準に基づいて仕事

をする人に他ならない。すなわち、標準化さ

れたものを進化させるのは、現場で標準や

ルールに基づいて作業や仕事をする人なの

だ。標準やルールに基づいてやらされるので

はなく、目的を理解してよりよい方法を考え

て常に標準を進化させるというのも役割と皆

が認識することが大切だ。間違っても、君は

ルールに基づいて仕事をしていればよいのだ

というような発言があるようであれば、そこ

から進化はない。標準化やルール化に縛られ

て面白くないという愚痴ではなく、目的を理

解して進化をさせることで、よりやりやすく

することは、やりがいを持って楽しく仕事が

できるようにすることにつながるということ

だ。

【第5面から続く】

　4 月 25 日のドルバーツは 31・50 近辺で

取引を開始。前日の米州時間に米 10 年債

利回りが 3％台に乗せたことを背景にドル

買い優勢の展開となりドルバーツは 31.60

近辺に上昇した。

　27 日に行われた北朝鮮南北首脳会談で

は、年内に戦争状態を終結させること、完

全な非核化を目指すことが表明され、リス

クオンムードから 31.50 台まで下落。月末

を控えたバーツ買い需要も重石となった。

　その後、30 日に中銀が発表した各種指標

では 3 月輸出、輸入ともに前年比 6％台を

キープするなど総じて良好な結果。月末に

伴う輸出企業のドル売りバーツ買いフロー

を背景に31.50割れまで下落するも、フロー

をこなした後は再び上昇する展開となっ

た。

　5 月 1 日には 4 月消費者物価指数が発表

され、前年比 1・07％と 13 カ月ぶりの高水

準を示したが、タイ休日にあたり反応は限

定的。米中貿易摩擦懸念が後退する中でド

ル選好が強まり、ドルバーツは 2 日にかけ

て 31・70 台前半まで上伸している。

ドルバーツの上値は限定的か。

　米中貿易摩擦懸念の後退と南北首脳会談

を足がかりにマーケットはリスクオンモー

ド。原油をはじめとするコモディティ価格

の上昇が期待インフレを支え、米長期金利

の上昇とともにドル高基調となっている。

米 10 年債利回りは 3％の大台を付けた後一

旦反落しているが、対アジア通貨を中心に

ドル高が継続している。本稿執筆時点、連

邦公開市場委員会（FOMC）声明文の公表を

待っているが、よほどハト派寄りの内容と

ならない限りはドルの大崩れはなさそうで

ある。

　一方でタイ国内に目を向けると、先週か

ら今週にかけて発表されているタイ経済指

標は概ね良好な結果が出揃っており、特に

4 月消費者物価指数に関しては原油価格上

昇の影響が大きいとはいえ、昨年 2 月以来

の 1％台に乗せている。足元ドル高基調を

背景に 2 月以来の高水準まで上昇している

ドルバーツだが、好調なファンダメンタル

ズを勘案すれば 32 台に乗せるまでの勢い

は感じられない。足元水準をピークに徐々

に上値は重くなるものと見ている。

　　　　　　　　　　　（5月 2日 21：30） 
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